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善徳寺伽藍全景



山門

（冨山県指定文化財）

-^= -
式台（南砺市指定文化財） 式台門（南砺市指定文化財）

台所門

（南砺市指定文化財）



、x号し

本堂（富山嗅指定文化財） ＇ ... 

鐘楼（富山県指定文化財） 太鼓楼（富山嗅指定文化財）

庫裏（南砺市指定文化財）



対面所

大納言の間



対面所小屋裏 当初の勾配の緩い屋根の母屋が残存

対面所柱に残る痕跡 同柱列見返し
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「善徳寺境内図（善徳寺絵図）」（寛保年間）
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「善徳寺境内絵図（配置平面古図）」（18世紀末頃） 山門・式台門建設時の配置予定図といわれる
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r城端御坊全景図 （伝嘉永年中）」 （小原治五右衛門画 小原家所蔵）
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今回発見の断簡 （年代不詳）

朱書きが庫裏の屋根範囲を示している

「御屋根惣絵図（屋根葺替絵図）」（安政～文久年間）

上：庫裏の屋根に煙出しが付いていたことを示す

下：庫裏に 2つの玄関屋根があることを示す
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て
い
ま
す
。

南
砺
市
教
育
委
員
会

浅

田

教
育
長

茂

善
徳
寺
は
本
顆
寺
八
世
蓮
如
を
開
基
と
し
、
現
在
地
に
招
致
さ
れ
て
以
来
、
城
端
の
町
立
て
に
大
き
く
関
わ

っ
た
名
刹
で
す
。
創

建
以
来
、
長
い
歴
史
の
な
か
で

一
度
の
火
災
に
も
遭

っ
て
い
な
い
、
稀
有
な
建
造
物
で
伽
藍
を
構
成
さ
れ
、
昭
和
四

一
年
五
月
に
は

旧
城
端
町
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
そ
の
う
ち
山
門
・
本
堂
・
鐘
楼
・
太
鼓
楼
は
、
平
成
五
年
八
月
に
富
山
県
有
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
も
信
仰

・
祭
り

・
イ
ベ
ン
ト
等
の
中
心
と
な
り
、
住
民
に
限
ら
ず
訪
れ
た
人
々
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
っ

南
砺
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
二
0
年
度
か
ら
こ
れ
ら
の
建
築
物
に
つ
い
て
詳
細
調
査
を
実
施
し
、
多
く
の
成
果
を
得
ま
し
た
。

本
書
は
、
そ
の
調
査
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
、
善
徳
寺
保
存
継
承
の

一
助
と
な
る
と
と
も
に
、
学
術
研
究
や
文
化
財

保
護
の
た
め
、
多
く
の
方
々
に
広
く
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

最
後
に
、
調
査
か
ら
報
告
書
刊
行
ま
で
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
富
山
県
教
育
委
員
会
、
上
野
幸
夫
先
生
を
は
じ
め
と
す

る
調
査
委
員
の
皆
様
、
職
藝
学
院
、
善
徳
寺
、

今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
五
年
三
月

序

さ
ら
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
方
々
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、



例

言
本
書
は
、
富
山
県
南
砺
市
城
端
に
所
在
す
る
浄
土
真
宗

（大
谷
派
）
寺
院

対
象
と
し
た
城
端
別
院
善
徳
寺
建
造
物
等
調
査
の
報
告
書
で
あ
る
。

調
査
は
南
砺
市
教
育
委
員
会
が
調
査
委
員
会
を
組
織
し
、
そ
の
協
力
を
得
て
実
施
し
た
。

各
建
造
物
の
詳
細
調
査
に
つ
い
て
は
、
富
山
国
際
職
藝
学
園
に
委
託
し
て
行
っ
た
。
調
査
は
職
藝
学
院
教
授
の
上
野
幸
夫
氏
が
担
当
し
、

手
の
牧
野
直
子
氏

・
安
部
史
子
氏
が
調
査
お
よ
び
図
面
の
作
成
を
補
佐
し
た
。

調
査
事
務
局
は
南
砺
市
教
育
委
員
会
文
化
・
世
界
遺
産
課

（平
成
一
三
一年
度
ま
で
文
化
課
）

ま
で
文
化
財
係
）
が
調
査
事
務
を
担
当
し
た
。

本
書
の
編
集
と
執
筆
は
、

審
議
委
員
）
が
監
修
し
、

調
査
委
員
会
の
指
導
の
も
と
行
っ
た
。

事
務
局
が
編
集
を
行
な
っ
た
。

図
面
及
び
写
真
は
、
富
山
国
際
職
藝
学
園
が
作
成
・
撮
影
し
た
も
の
の
中
か
ら
掲
載
し
た
。

山
門
天
井
絵
写
真
は
、
富
山
県
教
育
委
員
会
か
ら
提
供
を
受
け
た
。

調
査
期
間
は
平
成
―

1
0
年
度
か
ら
平
成
二
四
年
度
で
あ
る
。

に
置
き
、

調
査
委
員
会
委
員
長
の
上
野
幸
夫
氏

本
文
、
図
面
と
も
表
示
寸
法
は
原
則
と
し
て
「
メ
ー
ト
ル
」
で
記
述
し
た
が
、
必
要
に
よ
っ
て
「
尺
」
を
用
い
た
。

今
回
の
調
査
及
び
本
書
の
作
成
に
あ
た
り
、
助
言
を
い
た
だ
い
た
文
化
庁
・
富
山
県
教
育
委
員
会
、

多
く
の
関
係
の
方
々
に
、
衷
心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

世
界
追
産

・
文
化
財
係

研
究
助

（平
成
三
二
年
度

（職
藝
学
院
教
授

・
南
砺
市
文
化
財
保
護

な
ら
び
に
調
査
中
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

城
端
別
院
善
徳
寺
の
諸
建
築
物
と
建
造
物
に
関
係
す
る
資
料
を
調
査
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